
 

 

 

 

 

 

 

 

  ｄｅｆｃｏｕｓデータなしのｒａｓデータを 

  ＭＴＥによるＵＸＤデータの解析 
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概要 

 ＭＴＥＸのＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅデータとして、Ｂｒｕｋｅｒ．ＵＸＤデータが付属している。 

   しかし、このＵＸＤデータの物質名は不明のため、処理は出来ないが、ＭＴＥＸで処理するためには、 

   バックグランドデータとｄｅｃｏｕｓデータも必要になります。 

   調べてみると、ＭＴＥＸには、correct()関数があり、バックグランドプロファイルとｄｅｆｏｃｕｓ 

   プロファイルがあれば、バックグランド処理とｄｅｆｏｃｕｓ処理は可能の様ですが実際には存在してい

ない。 

 以前ＵＸＤデータを解析した時は、ＵＸＤからＡＳＣに変換しＡＳＣを調べると 

  

  

  

 バックグランドが登録されています。 

 

 

 



 しかし、Ｂｒｕｋｅｒ．ＵＸＤでは、ＵＸＤからＡＳＣに変換 

  

  

  

 バックグランドの測定がされていません。 

 しかし、Ｂｒｕｋｅｒ社の測定ではバックグランドも同時測定は可能と思われるので、データとしては 

 不十分、更に、物質名も分からず、ＯＤＦ解析出来ません。 

 測定２θは 31.0、34.4、36.45、47.8で、Magnesiumとすると、31.0が不明 

   



 若し、物質名が分かれば、xrdml,ASC,rasと同じようにＡＳＣ変換を行い処理できます。 

 ＵＸＤからＡＳＣ変換は、UXDtoASCソフトウエア説明書を参考にして下さい。 

 

   

  

 

 

 

 

  

 


